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経営基盤を
⽤者⼀⼈ひと
⼤切にするサ
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お
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ラ
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 昨
した。
 さて
され
サー
条件
 また
員 2
設と
 平
いサ
願い

〒030

お ば
森県すこ

特集；保

ライフサポートあお
おります。内容は

学習会等です。
私たちは、児童発
ではまだまだ療育
別が根強くあり、こ
しかし本来は、誰
者証”がなくても、
づくり、教育分野
その⼈の特定分野
会は、本当に豊か
も、互いに豊かな

術、経験を踏まえ

所⻑あい

新
昨年中はあおばの

。職員⼀同深く
て、今年は給付
おり、どのようにな
ビス向上を図りた

件での報酬改定
た、昨年 12 ⽉
29 名、短期⼊所
なります。法⼈と
成 26 年度も残
ービスを提供でき

いいたします。 

1 

0-0846 ⻘森

ば
やか福祉

保育園巡

おばでは、保育園
は、気になるお⼦
（本来の趣旨は
発達⽀援や放課
育機関は必要で
これによって傷つ

誰もが困らず、ち
、療育機関が存

野の改⾰、さまざま
野の能⼒や⽂化
かな社会と⾔える
な⽣活が送れる
え、⼀緒に取り組

いさつ  

ラ

新年明けま
の各事業につきま
く感謝いたしてお

付費の報酬改定の
なるかはわかりま
たいと考えていま

定となるように期待
⻘森市浜館地
所 10 名として
としての⼤きなニ
残り 3 ケ⽉弱と
きるよう努⼒して

森市⻘葉 2

だ
祉事業団

巡回ついて
ライフサポー

園や親御さん等
⼦さんへの対処に
は、保育園等での
課後等デイサービ
です。それは、まだ
ついたり傷つけたり
ちがいが受け⼊れ
存在しなくても、⾃
まな改⾰も必要
化・価値観のち
るでしょうか。対

るよう、私たちも、
組んでいきたいで

ライフサポートあ

まして おめ
まして、御協⼒、

おります。 
の年となります。
ませんが、今後も
ます。報酬改定は
待しています。

地区に地域密着型
開所いたしました

ニュースですので、
となり、何かと忙し
ていく所存ですの

丁⽬ 2-2  

だ よ
団 ライフ

て 
ートあおば 主

からの依頼を受
についての指導・
の対応への助⾔
ビスを実施する「
だまだ世の中には
り、元気をなくして
れられることが理
⾃然にフォローさ

要かもしれません。
がいによって、地
象となるお⼦さん
できる範囲では

です。 
詳しくは、担当者

あおば 所⻑

めでとうござ
、御指導等をい

報酬単価につい
も優秀な職員を
は法⼈の経営に

型の特別養護⽼
た。法⼈内では初
皆さんにお知ら

しい時期となりま
ので、今後ともライ

 ℡ 017-

よ
サポート

主任⽀援員 前
受け、保育園等へ

助⾔は勿論、保
⾔・指導です。）
「療育機関」では
はちがいを認めな
てしまうお⼦さん

理想です。そこに“
される。これには、
。 
地域からはじき出
んも、対象となら

はありますが、持ち

者までお問い合

⻑ 古川
こ が わ

 卓司
た く じ

ざいます 
いただき誠にありが

いては新聞等で
を確保し、利⽤者
にも影響してきま

⽼⼈ホーム「すこ
初めての介護保

らせしたいと思いま
ますが、利⽤者の
イフサポートあお

752-0560

り
あおば

前中 貴次
への巡回を⾏
保育⼠さん向
 

はあります。現
ない、偏⾒や

んもいます。 
“⼿帳”や“受
、地域づくり、

出されてしまう
らなかったお⼦
ち得た知識や

合わせください。

司
じ

 

がとうございま

いろいろ報道
者の⽅々への
ますので、良い

こやか苑」を定
保険関係の施
ます。 

の⽅々によりよ
おばをよろしくお
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明けましておめでとうございます。 
冬期間になり、現在の活動は温泉とスケートがメインとな

っております。私事になってしまいますが、昨年に⽐べるとスケ
ートの腕前も上達がみられ、利⽤者さんと⼀緒に楽しんで
滑⾛ができるまでになりました。初めは⽣まれたての⼦⿅状
態でどうなるかと思いましたが・・・(^_^;)  

スケート・温泉に限らず、活動時に笑顔を⾒せてくれる瞬
間は本当に⽀援者として、やりがいを感じさせて頂いておりま
す。地域での活動ですと、思いがけない出来事は付き物と
なってきますが、どんな環境であっても利⽤者さんが安⼼して
活動できるサービスを提供できるようサービスの質の向上に
努めていきたいと思いますので本年もよろしくお願いいたしま
す。 
 

「俺が撃つ。お前は弾を込める⽀援をしろ！」「OK！」
YES 装弾⽀援。 

相談業務をしていると、様々な場⾯で理想と現実の狭
間に⽴たせられます。それは、「競⽣」と「共⽣」の狭間と⾔う
べきでしょうか。 

確かに、⼒を競い、伸ばすことは教育上も必要な事かと
思われます。 

しかし、⼈を傷つけ、陥れ、踏みにじることが正しいとは思
えないわけです。 

その被害に遭うのは、往々にして⼒を発揮できない状況
にある⽅たちです。彼らは⼒がないわけではありません。⼒を
発揮できない状況にあるだけです。 

相談⽀援は追求すれば追求するほど、 
どんどん業務も増え、煩雑になります。 

しかし、私たちの働きがきっかけと 
なり、⼒を発揮できる状況になる 
⼈が増えることに、業務の実感が 
あります。 

 今年度が始まり 4 ⽉から 12 ⽉まで 9 ヶ⽉間、デイあおば
内ではいろいろな出来事がありました。たくさんの成⻑があり
ました。様々な⾏事や集団活動ごとにみんながスキルアップ
している姿が⽬に⾒えて実感します。今年度も残り３カ⽉
間となりました。年⻑さんは⼩学校に向けて、年中・年少さ
んは来年度のステップにつなぐため充実した⽣活を過ごして
いけるよう⽀援していきたいと思います。 
 
 

明けましておめでとうございます。 
スゴイ雪ですね…。 
12 ⽉に⼊ってから、毎⽇雪かきで汗を流しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
久々の「あしあと」。夏休みの出来事を紹介します。 
ボランティアさんや実習⽣さんと外出レクを⾏いました。とて

も暑かった…そんな中、お⼦さんたちが広々とした公園で汗
を流し、砂漠のように給⽔する姿は、とっても開放的でした。

これからも、お⼦さんの様々な 
場⾯で、お⼦さんの様々な表情 
を⾒守っていきたいと考えており 
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動のあしあと 〜各事業からの報告〜 

相談⽀援事業所 
あおば 

⾏動援護事業所 
あおば 

デイサービスセンター 
あおば 

デイサービスセンター 
すこやか 

【10 ⽉に⾏われたあおばで初めての徒歩遠⾜】 



 

PEC

平成
パムで開
催の PE

今回の
いことを教
に残りま
をすぐに実
ちだけで
援する対
ことを課題
添った視

⽀援者
しか過ぎ
修で学ん
す。 

TEA
デ

８⽉に
参加して
⾃閉症ス
家のため
ライナ州
実際に⾃
習に協⼒
トラムの
TEACC

 研修
場⾯での
造化をし
性・余暇
した指導

この実
ですが、
学ぶ視覚
⽀援に対
であるジ
という⾔葉

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CS レベル

26 年 8 ⽉ 9
開催されたピラミッ

CS レベル 1 ワー
の研修で、講師
教えているのでは
した。私は今ま
実践に移してい
は実践してはい

対象者が今にどん
題としているのか

視点で⽀援してい
者がやらせたいこ

ぎないからです。よ
んだことを忘れず

ACCH5d
デイサービスセン

に『2014 年 T
てきました。TEA
スペクトラムを持

めのトレーニングプ
州で⾏っている総
⾃閉症を持つ 4
⼒していただき、
の⽀援の専⾨家
CH のエビデンスに
修では、構造化
の指導が⾏われ
し、⾃⽴課題・コ

暇活動のそれぞれ
導を⾏い続けまし
実技トレーニング
⾃閉症スペクト
覚⽀援・構造化
対する価値観を

ジョイスの⾔った『最
葉が印象的でし

 

ル 1 ワーク
 ⽀援

⽇〜10 ⽇、⻘
ッド教育コンサル
ークショップを受講

師の⽅が⾔ってい
はいけない」という
で研修会に参加
きたいという思い

いけないと強く感
んなことができそう
かを探った上での
いくことが重要だと
ことをやることは、
よりよい⽀援へ繋
ず、⽀援現場へ

day トレ
ンターあおば 

副主任⽀援
TEACCH５デイ
ACCH 5 デイ実
持つ個⼈の協⼒
プログラムであり、

総合的なプロ認定
⼈の⼦供たち・
受講⽣は全 25

家であり、5 ⼈
に基づく実践を学
についての講義

れたため、常に毎
コミュニティ・コミ
れの領域において
した。 
での学びは、様

トラムの⽅々にとっ
化の重要性を改め
を⾼めることがで
最⼤限の構造化
した。 

クショップ
援員 新岡 奈
⻘森観光物産館

タントオブジャパ
講しました。 
た「⽀援者が教
う⾔葉が強く印象
加すると、学んだ
いでしたが、その気
じました。やはり
うなのか、逆にど

の、対象者さんに
と感じました。
、ただの⾃⼰満
繋げていけるよう
へ活かしていきた

レーニング

援員 ⽶澤 有
イ実技トレーニング
実技トレーニング
のもと、両親や専
、アメリカのノース
定のプログラムで
⻘年たちに実技
5 名の⾃閉症ス

⼈で 1 チームと
学びました。 

義と並⾏しながら実
毎⽇アセスメント
ュニケーション・社
て⾃⽴・般化を意

々な⽅略はもち
っての TEACCH
めて実感し、⾃
きました。海外講
化で最⼩限の介
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プ 
奈々
館アス
パン主

教えた
象的
だこと
気持
り、⽀
どんな
に寄り

⾜に
う、研
たいで

⾃

今
修に
いて
その
スケ
話さ
のは

ま
あた
た。
ん。
のス
これ

法

私
修集
継続
には
とい
就労
ので
るべ
私は
定確
トス
じた
ませ

 

有美
グ』に
グは、
専⾨
スカロ
です。
技・実
スペク
となり

実践
トと構
社会
意識

ちろん
H に
閉症
講師

介⼊』

研修報

⾃閉症カン
デイサービス

今回、初めて⾃
に⾏かせて頂き、
て、特に、当事者
の⽅は、前⽇にご
ケジュールをこなす
されていました。
は貴重であり、ス
また、コアバリュー
たっての講演で、
⽀援をしていくに
その際、どんな状

ステップへと踏み出
れからも⽀援に励

法⼈内専⾨分

私は、今回、⼋
集に⾏かせてい
続、就労移⾏⽀
は、何が必要で、
いう新たな疑問を
労をする上で、ど
でしょうか。就労場
べきことは、就労
はイメージをして
確認の習慣であ
スキルの⾯だと感
た事や経験を活
せていただきた

報告 

ンファレン
スセンターあお

⾃閉症カンファレ
、感謝しています
者の⽅のお話が
ご⾃⾝でスケジュ
すということをご⾃
当事者の⽅の⽣

スケジュールの重要
ー2014という⾃
、「正直であるこ
に当たり、報告・
状況であっても、
出すことができま

励んでいきたいと思

分野別研修

甲学園地域就
ただきました。今

⽀援事業を通して
どういった⽀援や

を持つことができ
どのような⽀援を
場⾯において放
においておこなっ

ていました。しかし
あったり、対⼈コミ
感じることが出来
活かし⽇々の
いと思います。

ンス NIPP
おば 
⽀援員 今 

レンスＮＩＰＰ
す。講演や研究
が⼀番印象に残
ュールを⽴て、翌
⾃⾝の気持ちを
⽣の声を聴くこと
要性を感じました
閉症の⽅の⽀援
こと」というお話が
・連絡・相談が⽋
正直に報告する

ます。そのことを意
思います。 

修 or 実務
⽀援員 ⽔⽊

就労⽀援課の⽅
今回の研修を通
て⼀般就労へ繋
や取り組みが必

きました。利⽤者
をしていくことが求

放課後等デイサー
っている作業を⾏
し、本当に⼤切
ミュニュケーション

来ました。今回の研
の業務や⽀援に
。 

PON

美穂⼦
ＯＮの研
発表を聞

残りました。
翌⽇、その
を含めてお
とができた
た。 
援をするに
がありまし
⽋かせませ
ることで次
意識して、

務研修 
⽊ 健仁
に実務研

通して就労
繋げるため

必要なのか
者が将来、
求められる
ービスがや

⾏うことだと
切なのは予
ンなどのソフ
研修で感
に取り組

 

 

 



 

苦情解
ライフサ

構成される
また、満⾜

そのため
願いいたし

同時に、

ht
＜⻘葉地

〒030
相談⽀

℡ 
Blo

デイサ
℡ 
Blo

＜千刈地
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℡ 
Blo

デイサ
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⾏動援
平成
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解決についてです
サポートあおばでは
る「苦情解決委

⾜度調査等のアン
めには、皆様から
します。 
、⾒学・説明の依

ライフ

ttp://lifesup
地区（本体）＞
0-0846 ⻘森
⽀援事業所あお

017-752-05
og http://am

サービスセンターあ
017-752-05

og http://am
地区＞ 
サービスセンターす
8-0015 ⻘森
017-762-75

og http://am

お疲
＜

ービスセンターあ
成 26 年 11 ⽉
援護事業所あお
成 26 年 9 ⽉ 3
ービスセンターす

成 26 年 10 ⽉

。平成 26 年 8
は、苦情解決責
員会」を実施し
ンケートを通じ、
らの貴重なご意⾒

依頼も受け付け

フサポートあお
 

ホームページ 
pportaoba.w
＞ 

森市⻘葉 2 丁⽬
おば・⾏動援護事
560 
meblo.jp/life-
あおば 
562（デイ直通

meblo.jp/dsc-

すこやか 
森市千刈 1 丁⽬
570 
meblo.jp/dsc-

疲れ様でし
＜退任職員＞

あおば  ⽯川 
８⽇付退職 

おば  平井 甲
30 ⽇付 なつど
すこやか  鈴⽊
16 ⽇から産休

⾏動援護
平成 2

苦
8 ⽉から 12 ⽉ま
責任者（所⻑）
、よりよりサービス
皆様のご意⾒か
⾒を募らせていた

けておりますので、

おば 

web.fc2.com

⽬ 2-2 
事業所あおば

-support-aob

通） 
aoba-aomor

⽬ 15－17 

-sukoyaka-ao

した。 
＞ 

千秋 

甲 
どまりへ異動 
⽊ 万希⼦ 
休→退職 

護事業所あおば
6 年 12 ⽉ 1 ⽇

苦情解決

職

4 

までの 5 ヶ⽉間、
）を中⼼に、苦
ス提供ができるよ
から、内容の⾒直
ただいております

、各事業担当者

m/ 

ba/ 

i/ 

omori/

＜配置替
 秋元 ⼤志

⽇付  デイサー

 

決状況

職員の動

、挙げられた苦情
情解決第三者
よう検討を進めて
直しをしています

す。忌憚のないご

者までお問い合わ

ラ
 

１ 本⼈と家族
２ みんなが普

なります。
３ ⽀援の輪

協⼒し合

よ

デイサービス
平成 26

デイサービス
平成 26

デイサービス
平成 27

替え＞ 

ービスセンターす

動き 

情は 0 件でした
者委員等を含めて

ているところです
す。 
ご意⾒、よろしくお

わせください。 

ライフサポートあ

族の思いを⼤切
普通に暮らして

輪を⼤きくするため
います。 

よろしくお願
＜着任

スセンターすこやか
年 10 ⽉ 14 ⽇

スセンターすこやか
年 12 ⽉１⽇付

スセンターあおば
年 1 ⽉１⽇付

すこやかから配置

た。 
て

す。

お

あおば基本理

切にし、共に歩み
ていけるよう、地域

めに、職員同⼠

願いします
任職員＞ 
か  外崎 正⼦

⽇付 新採⽤ 
か  ⼯藤 佳⼤
付 新採⽤ 

ば  藤⽥ 奈津
付 新採⽤ 

置替え  

苦情

平成
~平成

理念 

みます。 
域との架け橋に

⼠、関係機関と

す。 

⼦ 

⼤ 

津美 

受付件数 
0 件 
26 年 8 ⽉ 
26 年 12 ⽉

に

と


